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研究テーマは、エスノメソドロジー，相互行為分析、医療と福祉の社会学 (分野としては、障害者スポーツ、高等教育、ワークショップ、発達障害、介護保険、等を扱っている)。主要業績に、『エスノメソドロジーを学ぶ人のために』（串田秀也・好井裕明編：世界思想社、2010年）、『新版　構築主義の社会学－実在論争を越えて』（平英美・中河伸俊編：世界思想社、2006年）、訳書に『医療現場の会話分析』（D.Maynard著・岡田光弘と共訳：勁草書房、2004年）などがある。また、所属する学会の研究活動担当として、若手研究者を支援するイベントを毎年複数実施し、その中で、論文作成指導、研究費獲得に向けた指導等、若手研究者の育成に取り組んでいる。（近刊予定樫田美雄2012「論文投稿学・序論―投稿誌の選定から査読対応までの支援学の試み―」『保健医療社会学論集』２３巻１号掲載決定済み）。
